
※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

図書館

【幼児向け図書目録「赤ちゃんと小さい子のほんだな」】
平成２８年度　２２，５００部
平成２９年度　２３，０００部
平成３０年度　２４，０００部
令和元年度　　２５，０００部
令和２年度　　２５，０００部
令和３年度　　２５，０００部

【子育てメッセ】（平成２９年度から）
ブックリストに掲載された赤ちゃん絵本を持参し、ブース出
店
平成２９年度　延べ４０６人
平成３０年度　延べ３０８人
令和元年度　　延べ１７１人オンライン開催～
令和２年度　　オンライン開催
　　　　　　　図書館ＰＲ動画「赤ちゃんと小さい子のほん
　　　　　　　だな」を紹介
令和３年度　　実施なし

保健
予防課

図書館の利用案内を促進し、多くの親子へ読書の楽しさを伝
えるため、４か月児健診、３歳児健診時にブックリストを配
布し、魅力的な本の紹介を実施

子育て支
援
施設

近隣図書館の利用を促すポスターの掲示やリーフレット「赤
ちゃんと小さい子の本だな」の配布、推薦図書の紹介を実施

保健
予防課

平成２８年から令和元年度
多くの親子に読書の楽しさ・魅力を伝えるため、日頃図書館
を利用しない方もおはなし会へ参加することができるよう、
両親学級・育児学級・育児相談・４か月児健診・３歳児健診
で図書館の読み聞かせボランティアによるおはなし会を実施

令和２年度から令和３年度
健診事業等の集団指導の場を縮小したことにより、図書館の
よみきかせボランティアによるおはなし会は、実施なし。

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

【赤ちゃんおはなし会】
平成２８年度　２８６回　８，９８８人
平成２９年度　３１３回　９，３５６人
平成３０年度　３２３回　８，９７６人
令和元年度　　３１８回　６，９４７人
令和２年度　　　５３回　　　８０３人
令和３年度　　１５０回　１，３５３人

【幼児向けおはなし会（江東）】
平成２９年度　　９３回　１，９７４人
平成３０年度　　９２回　１，５０６人
令和元年度　　　５０回　　　９８５人
令和２年度　　　２６回　　　３１９人
令和３年度　　　２２回　　　２４７人
　
【保健相談所・保育園等でのおはなし会（こども読書環境サ
ポーター・読み聞かせボランティア）】
平成２８年度　２９７回　１３，５１３人
平成２９年度　３９５回　１７，６１２人
平成３０年度　４２５回　１８，３５３人
令和元年度　　４３５回　１７，９０９人
令和２年度　　　３９回　　１，２７９人
令和３年度　　　５７回　　１，７８８人
※平成２８年度は乳幼児健診おはなし会実績

【こどもまつり たのしいとしょかんおはなし会】
平成２９年度　４回　３４９人
平成３０年度　１回　２９７人
令和元年度　　１回　３７７人
令和２年度　　中止
令和３年度　　中止

施策項目

1

乳児のブッ
クスタート
事業及び乳
幼児をもつ
保護者への
読書活動啓
発

乳幼児（就学前）までのこどもをも
つ保護者向けに、推薦図書などを掲
載したブックリスト「赤ちゃんと小
さい子のほんだな」を作成する。
様々な施設で配布を行い、乳幼児親
子の読書活動及び図書館利用を促進
する。

2
乳幼児向け
おはなし会
の実施

乳幼児を対象としたおはなし会（読
み聞かせ等）を実施し、絵本や読み
聞かせに親しみをもつきっかけづく
りを行う。また、あらゆる場所でお
はなし会を開催し、乳幼児親子の読
書活動を促進する。

子育て支
援
施設

乳
　
幼
　
児
　
へ
　
の
　
取
　
組

【評価】
・配布部数を増刷し、乳幼児世帯全体をフォローできる
よう拡充した（22,500部から25,000部）。周知の効果と
して、ブックリストに掲載した絵本は貸出が多くなり、
家庭での読み聞かせを支援することができた。
・保健相談所や子育て支援施設でブックリストを配布す
ることで、多くの保護者へ乳児の図書館デビューを後押
しすることができた。子育てメッセに参加しブックリス
トをＰＲすることで、読書の楽しさを伝えることができ
た。
・コロナ禍で幼児向けのイベント等が中止になり、ブッ
クリストの配布の機会が減少した。図書館ホームページ
で公開する他、ＰＲ方法を工夫する必要がある。

【三次計画での取組】
・乳幼児の読み聞かせなどに適した推薦図書をブックリ
ストとして作成する。
・多くの親子へ読書の楽しさを伝えるため、４か月児健
診、３歳児健診時にブックリストを配布し、魅力的な本
の紹介を実施する。

【評価】
・おはなし会は、こどもたちに本を届ける重要な事業で
あり、「あらゆる機会、あらゆる年齢のこどもたちに向
けた取り組み」を目標に事業の拡充に努めた。特に「赤
ちゃんおはなし会」は、保健相談所と連携し事業を拡充
できた。
・ボランティアと連携し保健相談所や子育て支援施設で
おはなし会を実施することで、普段図書館を利用しない
方もおはなし会に参加することができ、より多くのこど
もたちが絵本にふれる機会ができた。
・おはなし会は緊急事態宣言等の間は中止、その他の期
間は各館感染対策を行いながら実施した。コロナ禍にお
いても広い部屋での開催や、平日に来館できない方のた
めに日曜日に開催するなどの工夫をした。

【三次計画での取組】
・個々の状況に応じたおはなし会（読み聞かせ等）を各
施設（障害児通所支援施設、子ども家庭支援センター、
児童館、保育園、幼稚園、図書館等）で実施する他、乳
幼児の健康診査時にも行う。

図書館・
読み聞か
せボラン
ティア・
こども読
書環境サ
ポーター
（読み聞
かせ）

・センターで毎月１回～４回、保護者などのボランティアス
タッフがおはなし会、手遊びを実施
・「出張ひろば」のプログラムの一つとして、絵本の読み聞
かせを実施

令和３年度より
毎日ひろばで、職員が１５分程、手遊び、わらべうた、読み
聞かせなど実施
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※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

子育て支
援課

・各子ども家庭支援センターにおいて図書館で行う乳児向け
のおはなし会の案内を実施
・子育て情報ポータルサイトの「子育て応援メール」におい
て、「赤ちゃんおはなし会」の情報を配信

図書館

相談を受けた場合に、図書館職員が適宜アドバイス等を実施
【幼児の親の家庭教育学級へ図書館職員及び読み聞かせボラ
ンティアを派遣】（派遣人数）
平成２８年度　２回　２人（春秋２コース）
平成２９年度　２回　２人（春秋２コース）
平成３０年度　１回　２人（秋コース）
令和元年度　　１回　３人（秋コース）
令和２年度　　実施なし
令和３年度　　実施なし

地域教育
課

【幼児の親の家庭教育学級】
図書館職員及び読み聞かせボランティアによる読み聞かせを
実施
平成２８年度　２回　５０人（春秋２コース）
平成２９年度　２回　３８人（春秋２コース）
平成３０年度　１回　１２人（秋コース）
令和元年度　　１回　１５人（秋コース）
令和２年度　　実施なし
令和３年度　　実施なし

平成２８年度
【地区家庭教育学級】
第三辰巳保育園父母会「こどもの未来をつくるーイクメン現
役パパによるバルーン＆絵本の読み聞かせ」　　３６名

乳
　
幼
　
児
　
へ
　
の
　
取
　
組

3 情報発信

図書館の乳幼児向けおはなし会を広
報する。また、ブックリストの推薦
図書を図書館ホームページで公開す
る。

図書館

乳幼児をもつ保護者向けに読み聞か
せや絵本の選書について助言をし、
家庭での読書活動を支援する。

【幼児向け図書目録「赤ちゃんと小さい子のほんだな」】
平成２８年度　２２，５００部、ホームページ掲載
平成２９年度　２３，０００部、ホームページ掲載
平成３０年度　２４，０００部、ホームページ掲載
令和元年度　　２５，０００部、ホームページ掲載
令和２年度　　２５，０００部、ホームページ掲載
令和３年度　　２５，０００部、ホームページ掲載

【幼児・小学生向け図書館広報誌】
「うさぎっこタイムズ」（江東図書館）
平成２８年度　６回
平成２９年度　６回
平成３０年度　６回
令和元年度　　６回
令和２年度　　４回
令和３年度　　６回
「すなぼん」（砂町図書館）
令和２年度　　３回
令和３年度　　３回

【図書館広報誌】
「ことらいぶ」年４回発行
平成２８年度創刊、平成２９年度は臨時号を含め５回発行

【その他】
・館内で行事イベントのカレンダーや案内などを掲示
・図書館ホームページに行事イベントのお知らせやカレン
ダー、実施したイベントの様子を掲載

4
家庭での読
み聞かせの
支援

【評価】
・図書館ホームページや子育て情報ポータルサイトを活
用し、図書館をより身近に感じてもらうことができた。
・平成２８年度から図書館広報誌「ことらいぶ」を創刊
し、毎年度４回発行することにより、読書活動の推進を
図ることができた。また、館独自の広報誌「うさぎっこ
タイム（江東図書館）」や「すなぼん（砂町図書館）」
を発行し、図書館の利用促進を図った。
・今後は、デジタルサイネージ等を活用し最新の情報を
発信していく。

【三次計画での取組】
・図書館で実施している取り組みや啓発につながる情報
を、広報誌やホームページ、ＳＮＳ等を活用して発信す
る。
・「こんにちは赤ちゃんＬＩＮＥ」において、おはなし
会の情報等を配信する。
・保育園や幼稚園の園児の保護者に向け、園だより等で
読書に関する情報を伝え、家庭での読書活動を促進す
る。

【評価】
・乳幼児をもつ保護者に読み聞かせの助言を行うこと
で、家庭での読書活動の支援に繋がった。絵本の選書や
読み聞かせの方法などの相談に図書館で助言できる体制
を整えるとともに、「読み聞かせ講座」を開催するなど
家庭での読み聞かせの支援行った。
・令和３年度は、家庭での読み聞かせの支援を目的とし
た読み聞かせインストラクターによる保護者向けの読み
聞かせ講座等を実施した。

【三次計画での取組】
・乳幼児の保護者やこれから保護者になる方を対象に、
絵本がこどもに与える影響や絵本の選び方、読み聞かせ
に関する講座を実施する。
・保護者がこどもと一緒に読み聞かせに参加する場を設
け、保護者に絵本や読み聞かせを身近に感じてもらう機
会とする。
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「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

子育て支
援
施設

子ども家庭支援センター等の団体貸出登録を検討

図書館・
本の修理
ボラン
ティア

【本の修理セットの貸出（本の修理ボランティア用）】
平成２８年度　３回
平成２９年度　３回
平成３０年度　４回
令和元年度　　５回
令和２年度　　１回
令和３年度　　１回

子育て支
援
施設

ボランティア、スタッフにより破損した絵本の修理を実施

図書館

【公共施設向けリサイクル会（８月・２月）】
平成２８年度　幼稚園・保育園６６園、児童館他４２施設
　　　　　　　（提供資料）１１，９２２冊
平成２９年度　幼稚園・保育園４１園、児童館他３３施設
　　　　　　　（提供資料）　９，４４４冊
平成３０年度　幼稚園・保育園４３園、児童館他５２施設
　　　　　　　（提供資料）１０，６０８冊
令和元年度　　幼稚園・保育園４７園、児童館他５０施設
　　　　　　　（提供資料）１１，６０６冊
※令和元年度は、６月・２月に実施。

【区内公共施設へ配送による提供（２回）】
令和２年度　　幼稚園・保育園４１園、児童館他１９施設
　　　　　　　（提供資料）　５，１６１冊
令和３年度　　幼稚園・保育園８１園、児童館他１０施設
　　　　　　　（提供資料）　２，３１０冊

保健
予防課

平成２８年度
【図書館のリサイクル事業参加】
１回　７６冊

保健相談所の利用者に読んでもらえるよう待合室に配架
（令和２年度、３年度は配架を撤去）

・各子ども家庭支援センターでリサイクルバザーを年１～２
回開催してこどもの絵本を再活用
（令和２年度、３年度はリサイクルバザーの中止により絵本
の再活用実績なし）

・「どうぞの箱」、「リサイクル掲示版」を設置して利用者
から提供された絵本を再活用

令和元年度から
・「あげます・ください」の貼り紙を設置

【登録団体数】
平成２８年度　５０２団体
平成２９年度　５００団体
平成３０年度　５４５団体
令和元年度　　５１８団体
令和２年度　　３７９団体
令和３年度　　４３１団体

【児童書貸出数（団体）】
平成２８年度　１０６，０７３冊
平成２９年度　１０３，７５４冊
平成３０年度　１０２，７７９冊
令和元年度　　　９３，２２１冊
令和２年度　　　６６，２７４冊
令和３年度　　　７６，８９４冊

【団体セット貸出数】
平成２８年度　２３３回　延べ１０，５４３冊
平成２９年度　２１７回　延べ　９，９６５冊
平成３０年度　２２０回　延べ　９，９５４冊
令和元年度　　２９２回　延べ１２，６６９冊
令和２年度　　２６７回　延べ１０，７１５冊
令和３年度　　４２７回　延べ１７，７０８冊

図書館の除籍資料や各家庭から寄贈
された本を各施設で再活用する。

子育て支
援
施設

5
図書館の団
体利用の促
進

希望団体からの登録を受け付け、図
書館所蔵資料の団体貸出を行う。ま
た、要望に応じて配本サービスを行
う。

図書館

6 こどもの本
の修理

破損した本の修理を行って、こども
の読書活動の環境を整える。また、
本の修理活動を通して本を大切に扱
うことの必要性をこどもたちに伝え
る。

【評価】
・団体貸出制度は、一定の利用実績はあるが、登録数や
児童書貸出冊数は減少傾向にある。利用促進に向けた取
り組みが必要である。
・令和３年度は、団体セットの絵本セット目録を３項目
増やした。また団体貸出のチラシを作成し、子育て施設
で配布した。セット内容の充実や団体貸出セットのPR
が、貸出数の増加に繫がった。

【三次計画での取組】
・図書館資料の団体貸出の内容を充実させ、各施設（障
害児通所支援施設、子ども家庭支援センター、児童館、
保育園、幼稚園等）における読書活動を支援する。

【評価】
・本の修理セットの貸出を行い、ボランティアによる図
書の修繕を支援することで、こどもたちの読書活動の環
境を整えた。

【評価】
・公共施設向けに図書館の除籍資料を譲渡することによ
り、こどもの本の再活用を図ることができた。
・特にコロナ禍においては、江東図書館に提供会場を設
けて配布する方法から希望施設への配送による提供に切
り替えたことで、幼稚園・保育園を中心に除籍資料の有
効活用を続けることができた。
・各施設でも利用者や関係者から寄贈を受け、資料を再
活用した。

【三次計画での取組】
・子ども家庭支援センターでリサイクルバザーを開催
し、こどもの絵本を再活用する。
・子ども家庭支援センターで掲示物や回収箱を設置し
て、利用者間での絵本の再活用を図る。
・図書館で除籍した資料を各施設（障害児通所支援施
設、子ども家庭支援センター、児童館、保育園、幼稚園
等）に提供して再活用を図る。

7 こどもの本
の再活用
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※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

図書館

【児童図書蔵書数及び全児童図書の全館蔵書数（図書）に占
める割合】
平成２８年度　３４２，９４８冊　２２．５％
平成２９年度　３５０，４０２冊　２２．９％
平成３０年度　３６１，６６５冊　２３．５％
令和元年度　　３６７，２３９冊　２３．９％
令和２年度　　３７６，９５１冊　２４．５％
令和３年度　　３８８，５２０冊　２２．３％

子育て支
援
施設

必要に応じて絵本の新規購入を実施

令和３年度
季節の絵本を分かりやすく展示。季節ごとに新規絵本を購入

図書館

【団体セット貸出数】
平成２８年度　２３３回　延べ１０，５４３冊
平成２９年度　２１７回　延べ　９，９６５冊
平成３０年度　２２０回　延べ　９，９５４冊
令和元年度　　２９２回　延べ１２，６６９冊
令和２年度　　２６７回　延べ１０，７１５冊
令和３年度　　４２７回　延べ１７，７０８冊

【学校訪問】
平成２８年度　３７回　３，７０６人
平成２９年度　４３回　４，０９８人
平成３０年度　４５回　４，３１３人
令和元年度　　４５回　４，２９８人
令和２年度　　　３回　　　２２８人
令和３年度　　１５回　１，５０５人

【その他】
令和元年度
区立小学校研究会学校図書館部のブックリスト作成に協力

児童へ直接ＰＲする代わりに教諭との面談を実施し、図書館
への需要を把握
令和２年度　４５校
令和３年度　４６校

読書活動環
境の整備9

「読みたい本」との出会いを増や
し、読書への動機づけをする取組を
行う。

学校

【評価】
・小学校の授業の一環で行われる図書館見学の受け入れ
や図書館職員が学校へ出向く学校訪問など、学校と連携
した事業を継続して行っている。
・学校訪問では新小学一年生を中心に図書館の紹介やミ
ニおはなし会等を実施し、本の魅力や読書の楽しさに触
れるきっかけづくりを行った。また、団体貸出の利用実
績も増加傾向にある。
・各小中学校で、朝や昼休み等に読書時間を設けたり、
図書委員等が作成した「図書だより」等を活用した読書
指導を行うことにより、読書への関心を高める機会を設
けた。
・コロナ禍においても、児童へ直接PRする代わりに教員
との意見交換を実施し、図書館への要望を把握すること
により、児童・生徒が求める読書環境の整備を図った。

【三次計画での取組】
・朝や昼休み等に読書の時間を設け、児童・生徒の自主
的な読書活動を促す。
・読書に集中的に取り組む時間を設け、児童・生徒の読
書週間の定着を図る。
・図書委員の児童・生徒が読み聞かせを実施し、読書に
親しむきっかけとする。
・親子で読み聞かせや同じ本を読んで感想を伝え合う等
の取り組みを家庭へ働きかけ、読書週間の定着を図る。
・読書感想文を募り、感想文集を発行するとともに、一
部の作品は青少年読書感想文全国コンクールへ出展す
る。
・学年等、児童・生徒それぞれの状況に応じた読書目標
設定や読み終えた本を記録する取り組みを実施し、読書
意欲向上を図る。

【小中学校での取組】
・朝や昼休み等に読書時間を設けている
平成２８年度　６８校
平成２９年度　６５校
平成３０年度　６７校
令和元年度　　６７校
令和２年度　　６２校
令和３年度　　６９校

・図書委員による読み聞かせを実施している
平成２８年度　３３校
平成２９年度　３３校
平成３０年度　３１校
令和元年度　　３５校
令和２年度　　２０校
令和３年度　　２２校

・図書委員等が作成した「図書だより」等を活用した読書指
導を行っている
平成２８年度　５９校
平成２９年度　５９校
平成３０年度　６３校
令和元年度　　６７校
令和２年度　　４７校
令和３年度　　４７校

・教員の読書に関する指導力向上や学校図書館活用の推進の
ための校内研修を実施（企画）している
平成２８年度　２３校
平成２９年度　２３校
平成３０年度　２３校
令和元年度　　１５校
令和２年度　　　８校
令和３年度　　２８校

※令和２年度、３年度について、各項目で中止や規模を縮小
して実施した学校あり

【評価】
・指定管理制度の導入により開館日数、開館時間が増
え、利用の拡大が図られた。また、配架やレイアウトに
ついては、各図書館で利用するこどもたちの状況を注視
し、こどもたちが探しやすいよう、資料展示などを契機
に見直しを行っている。
・蔵書については、平成２８年度と令和３年度を比較し
た場合、蔵書全体に占める児童書の割合は約２２%と変化
はないが、蔵書数では約４万６千冊増加している。人気
の本や調べるための本など、幅広い分野の選書につとめ
た。また、人気の本の複本、名作本などの保存を積極的
に行った。

【三次計画での取組】
・乳幼児が自分に合った本と触れ合えるよう、多言語や
アクセシビリティにも配慮した、蔵書数や蔵書構成、内
容の充実を図る。
・施設内（子ども家庭支援センター、児童館、保育園、
幼稚園）に読書コーナーを設置し、園児や利用者が気軽
に絵本を読むことができる環境を整える。

施設及び資
料の充実

乳幼児親子が気軽に図書館を利用で
きるように環境を整える。また、子
育て支援施設等において児童書の蔵
書の充実を図る。
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※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

学校

・図書館のリサイクル事業で提供された本を再活用
・ボランティアが学校図書館の書架見出し、飾りつけ、図書
の修繕など、施設の整備に関する支援を実施

【学校図書館の利用について図書委員が資料を作成したり、
説明したりしている小中学校】
平成２８年度　５９校
平成２９年度　３９校
平成３０年度　５５校
令和元年度　　６１校
令和２年度　　３９校
令和３年度　　６０校
※令和２年度、３年度中止や規模を縮小して実施した学校あ
り

【学校図書館の利用状況に関する統計をとっている小中学
校】
平成２８年度　６８校
平成２９年度　６８校
平成３０年度　６９校
令和元年度　　６９校
令和２年度　　６９校
令和３年度　　６９校

図書館

【公共施設向けリサイクル会（８月・２月）】
平成２８年度　小中学校１５校（提供資料）２，５１０冊
平成２９年度　小中学校１１校（提供資料）２，３３３冊
平成３０年度　小中学校１３校（提供資料）１，７６０冊
令和元年度　　小中学校　８校（提供資料）１，２３５冊
※令和元年度は、６月・２月に実施。

【区内公共施設へ配送による提供（２回）】
令和２年度　　小中学校　 ３校（提供資料）　　６１４冊
令和３年度　　小中学校 １６校（提供資料）１，３６３冊
※特別支援学校含む

【全小学校に司書または司書教諭の資格を持った専任の学校
司書を配置】
平成２８年度
４１校に週１回６時間、２６学級以上の大規模校４校（明治
小、豊洲小、豊洲北小、浅間堅川小）に週２回１２時間
平成２９年度
４０校に週１回６時間、２６学級以上の大規模校５校（明治
小、豊洲小、豊洲北小、東雲小、浅間堅川小）に週２回１２
時間
平成３０年度
４１校に週１回６時間、２６学級以上の大規模校５校（明治
小、豊洲小、豊洲北小、東雲小、浅間堅川小）に週２回１２
時間
令和元年度
４１校に週１回６時間、２６学級以上の大規模校５校（明治
小、豊洲小、豊洲北小、東雲小、浅間堅川小）に週２回１２
時間
令和２年度
４０校に週１回６時間、２６学級以上の大規模校６校（明治
小、豊洲小、豊洲西小、豊洲北小、東雲小、浅間堅川小）に
週２回１２時間
令和３年度
３８校に週１回６時間、２６学級以上の大規模校８校（明治
小、南陽小、豊洲小、豊洲西小、豊洲北小、東雲小、浅間堅
川小、有明西学園）に週２回１２時間

【全中学校に週１回６時間、司書または司書教諭の資格を
持った専任の学校司書を配置】
平成２９年９月より平成３０年８月
中学校学校司書モデル事業として、中学校２校（深川第三
中、第二亀戸中）へ週１回６時間、司書または司書教諭の資
格を持った専任の学校司書を配置

平成３０年９月より平成３１年３月
モデル事業終了後業務委託として、同校へ週１回６時間、司
書または司書教諭の資格を持った専任の学校司書を配置

令和元年度より
全中学校に週１回６時間、司書または司書教諭の資格を持っ
た専任の学校司書を配置

【その他】
・各校の学校図書館図書標準の達成状況を考慮しつつ、図書
を計画的に購入

10 学校図書館
の充実

学務課

学校図書館図書標準に則り図書の充
実を図る。また、学校司書の活用等
により、学校図書館の魅力向上に努
める。

【評価】
・学校図書館との連携では、図書館見学の受け入れや、
区立図書館の職員が学校に出向き、PRや出張おはなし会
を実施するなど、読書活動の楽しさを伝えた。
・学校図書館へ蔵書の支援として、公共施設向けのリサ
イクル事業の中で、年間２千冊程度の除籍資料を提供し
た。
・全小中学校に司書または司書教諭の資格を持った専任
の学校司書を配置することにより、本に親しむ環境づく
りや学校図書館の魅力向上に繋がった。

【三次計画での取組】
・学校図書館図書標準を考慮しつつ、蔵書数や内容の充
実を図る。
・調べ学習時の児童・生徒の資料探しや授業の題材に
沿った資料収集の際に学校司書を活用する等、学校図書
館を授業で利用し、児童・生徒が本を身近に感じるきっ
かけとする。
・学校司書がオリエンテーションを行うことで、学校図
書館を身近に感じてもらう。また、図書委員が学校図書
館の利用について、資料の作成等により児童・生徒へ案
内を行う。
・児童・生徒にとって利用しやすい図書館になるよう、
学校司書が資料の分類や配架、学習単元に沿った本の
テーマ展示を実施する。

小
　
中
　
学
　
生
　
へ
　
の
　
取
　
組

5



※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

学校

・読書月間や読書週間に読む本について、図書館作成の「こ
どものほんだな」「ぶっくなび」等を参考に指導
・読書感想文コンクールの図書選定について、図書館作成の
「こどものほんだな」「ぶっくなび」等を参考に指導
・学校図書館のお薦め本コーナーに掲示
・図書委員がお薦め本を紹介する際に活用

図書館

【小学生向け図書館ガイド（事業概要）「としょかんたんけ
ん」】
　６，０００部
※平成２８年度は、５，５００部

学校

生活科等の「図書館見学」「町探検」の学習において、図書
館より配付された「としょかんたんけん」を活用

11
小中学生へ
の読書活動
啓発

小学生向け
図書館ガイ
ド（事業概
要）の作
成・配布

小学生向けの図書館ガイド（事業概
要）を作成する。また、図書館ガイ
ドを区立小学校で配布し、児童が図
書館について学ぶきっかけをつく
る。

小中学生それぞれを対象に、推薦図
書等を掲載したブックリストを作成
する。またブックリストを区立小中
学校で配布し、児童・生徒の読書活
動の支援及び図書館の活用を促進す
る。

【評価】
・多くのこどもは、小学校に上がる前に読書活動が始
まっており、読みたい本を見つけるためのツールは重要
である。
・小学生には、おすすめの絵本や低学年、高学年を中心
に５０冊程度掲載した「こどものほんだな」、中学生に
は、ОＰＡＣでの本の探し方や、「気持ち」「知る」
「楽しみ」などテーマに即した本を「ぶっくなび」とし
て、全小中学校の児童・生徒に配布し、啓発を進めた。
・配布したリストは読書感想文コンクールの図書選定時
に活用される等小中学生の読書活動の推進に寄与した。
・令和３年度に発行した小学生向けの「こどものほんだ
な」では、夏休み期間に実施した「読書スタンプラ
リー」で人気のあった本の紹介を行った。

【三次計画での取組】
・小中学生それぞれを対象に、推薦図書等を掲載した
ブックリストを作成し、区立学校で配布する。
・学校司書や図書委員が作成する「図書だより」を活用
した読書指導を実施し、児童・生徒の読書への興味を喚
起する。

【評価】
・小学生向けの図書館ガイド（事業概要）を作成し、小
学校で配布することにより、児童が図書館について学ぶ
きっかけをつくった。例年、小学２年生社会科見学用の
資料として配布し、調べ学習等の授業で活用されてい
る。

【三次計画での取組】
・小学生向けの図書館ガイド（事業概要）を作成し、区
立小学校で配布する。

【中学生向け図書目録「ぶっくなび」（隔年編集）】
平成２８年度　１２，０００部
平成３０年度　１４，０００部
令和２年度　　１５，０００部、ホームページ掲載

【小学生向け図書目録「こどものほんだな」（隔年編集）】
平成２９年度　３３，０００部
令和元年度　　３５，０００部、ホームページ掲載
令和３年度　　３７，０００部、ホームページ掲載
　
【幼児・小学生向け図書館広報誌】
「うさぎっこタイムズ」（江東図書館）
平成２８年度　６回
平成２９年度　６回
平成３０年度　６回
令和元年度　　６回
令和２年度　　４回
令和３年度　　６回
「すなぼん」（砂町図書館）
令和２年度　　３回
令和３年度　　３回

【中高生向け図書館広報誌】
「ＹＡすなぼん」（砂町図書館）
令和２年度　　３回
令和３年度　　３回

【図書館広報誌】
「ことらいぶ」年４回発行
平成２８年度創刊、平成２９年度は臨時号を含め５回発行

【その他】
・館内で行事イベントのカレンダーや案内などを掲示
・図書館ホームページに行事イベントのお知らせやカレン
ダー、実施したイベントの様子を掲載
・「図書委員会おすすめの本」を館内に掲示し、併せて図書
館ホームページにも掲載

12

図書館
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※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

学校

【ボランティアが読み聞かせやブックトーク等を行っている
小中学校】
平成２８年度　４５校
平成２９年度　４４校
平成３０年度　４５校
令和元年度　　４０校
令和２年度　　１４校
令和３年度　　２２校
※令和２年度、３年度については、中止や規模を縮小して実
施した学校あり

地域教育
課

【おはなし会を実施している児童館・江東きっずクラブ・学
童クラブ】
平成２８年度　２３施設
平成２９年度　４５施設
平成３０年度　５０施設
令和元年度　　５４施設
令和２年度　　２４施設
令和３年度　　１７施設

15 学校訪問の
実施

各図書館のエリア内にある区立小学
校の一年生を対象に図書館が学校訪
問を行う。図書館のＰＲやおはなし
会などを通して、小学生の読書意欲
を高める。

図書館
・学校

【学校訪問】
平成２８年度　３７回　３，７０６人
平成２９年度　４３回　４，０９８人
平成３０年度　４５回　４，３１３人
令和元年度　　４５回　４，２９８人
令和２年度　　　３回　　　２２８人
令和３年度　　１５回　１，５０５人
※児童へ直接ＰＲする代わりに教諭との面談を実施し、図書
館への需要を把握
令和２年度　４５校
令和３年度　４６校

【評価】
・学校訪問では新小学一年生を中心に図書館の紹介やミ
ニおはなし会等を実施し、本の魅力や読書の楽しさに触
れるきっかけづくりを行った。
・令和元年度までは訪問回数も４０回を超え、多くの児
童に図書館のＰＲをすることができた。コロナ禍におい
ても、児童へ直接ＰＲする代わりに教員との意見交換を
実施し、図書館への要望を把握することにより、児童が
求める読書環境の整備を図った。

【三次計画での取組】
・各図書館のエリア内にある区立小学校の１年生を対象
に図書館が学校訪問を行う。図書館のＰＲやおはなし
会、１人１台端末を活用した図書館資料の検索方法の案
内などを通して、小学生の読書意欲を高める。

図書館

小学生向け
のおはなし
会の実施

小学生を対象としたおはなし会（読
み聞かせ等）を図書館をはじめ、学
校や放課後支援施設等で実施し、読
書に親しみをもつきっかけづくりを
する。

【おはなし会】
平成２８年度　５６８回　１０，１２５人
平成２９年度　５４３回　　８，７１３人
平成３０年度　５６３回　　９，８４３人
令和元年度　　５３５回　　８，４１１人
令和２年度　　２５４回　　２，１７５人
令和３年度　　１９７回　　１，７１２人

【小学生向けおはなし会（江東）】
平成２９年度　９３回　　８２３人
平成３０年度　９２回　　９９６人
令和元年度　　５１回　　５４３人
令和２年度　　２６回　　２０４人
令和３年度　　２２回　　１８４人

【よむよむさん（亀戸図書館）】
平成２８年度　５８回　７６２人
平成２９年度　６１回　６４９人
平成３０年度　６２回　６７２人
令和元年度　　５４回　４５８人
令和２年度　　中止
令和３年度　　２１回　　７１人

【出張おはなし会（読み聞かせボランティア）】
平成２８年度　１２回　４８６人

【きっずクラブ等でのおはなし会（こども読書環境サポー
ター）】
平成２９年度　８７回　３，９２２人
平成３０年度　８６回　３，９２０人
令和元年度　　９５回　４，１１９人
令和２年度　　　８回　　　２６８人
令和３年度　　１０回　　　３６１人

【こどもまつり たのしいとしょかんおはなし会】
平成２９年度　４回　３４９人
平成３０年度　１回　２９７人
令和元年度　　１回　３７７人
令和２年度　　中止
令和３年度　　中止

【評価】
・図書館での定期的なおはなし会を軸に、図書館以外の
施設等で、こどもたちに読み聞かせの機会を提供できる
よう、関係機関との連携のうえ場を確保し、様々な施設
でおはなし会を実施することにより、こどもたちが読書
に親しみをもつきっかけづくりができた。
・おはなし会の体験を通じて次のおはなし会への参加
や、図書館を知ってもらうことで図書館利用に繋げるこ
とができた。

【三次計画での取組】
・個々の状況に応じたおはなし会（読み聞かせ等）や
ブックトークを各施設（学校、きっずクラブ、障害児通
所支援施設、図書館等）で実施し、読書に親しみをもつ
きっかけをつくる。

【おたのしみ会】
平成２８年度　３２回　１，２４７人
平成２９年度　４７回　２，１３８人
平成３０年度　８５回　２，７６３人
令和元年度　　８１回　２，１９４人
令和２年度　　９１回　２，３１３人
令和３年度　　７８回　３，６８８人
※映画会含む

【区立図書館合同工作会】
平成２８年度　１回　　４８人
平成２９年度　２回　１９９人
平成３０年度　２回　１５８人
令和元年度　　２回　１４１人
令和２年度　　２回　　５０人
令和３年度　　実施なし

14
小中学生向
けのイベン
トの企画

様々な図書館の企画を通して図書館
への関心や読書の楽しみを見つける
機会を提供する。また、ＹＡ自らが
同世代に向けて読書活動啓発に取り
組む。

13

図書館・
読み聞か
せボラン
ティア・
こども読
書環境サ
ポーター
（読み聞
かせ）

【評価】
・様々な魅力的なイベントを企画することにより参加人
数を初年度（平成２８年度）の約３倍にすることができ
た。また、書き方講座などの創作に関連するイベント等
を新たに実施することで図書館への関心や読書の楽しみ
を見つける機会を提供した。

【三次計画での取組】
・工作会や体験型イベント等、図書館への関心や読書の
楽しみを見つけるイベントを実施して、読書意欲を啓発
する。
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※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

16 図書館見学
の実施

図書館の見学を通して、図書館への
興味を持たせ、また図書館への疑問
に答えることで関心を高める。

図書館・
小学校

【図書館見学（小学校・中学校・幼稚園・その他子育て支援
施設）】
平成２８年度　３１校　１０園　２施設　３，７９０人
平成２９年度　３９校　　１園　２施設　３，４４８人
平成３０年度　４０校　　１園　１施設　３，５０３人
令和元年度　　３８校　　２園　　　　　３，３５７人
令和２年度　　１４校　　１園　　　　　１，３１３人
令和３年度　　２５校　　３園　　　　　１，７２８人

【評価】
・令和元年度までは図書館見学に来館する児童・生徒は
３千人を超え、多くの児童・生徒に図書館を知ってもら
うことができた。
・コロナ禍の図書館見学のツールとして、令和３年度は
図書館紹介の動画を作成し、江東区公式チャンネルで配
信した。また、Ｚｏｏｍを活用し、小学２年生の３クラ
スと図書館見学を実施した。

【三次計画での取組】
・図書館のバックヤード等の案内や質問への回答を通し
て、図書館への興味・関心を高める。

17 職場体験の
実施

各図書館のエリア内にある区立中学
校の二年生を対象に職場体験を実施
する。図書館の仕事を通して、生徒
の図書館への興味を引き出す。ま
た、読書活動の重要性を伝える。

図書館
・学校

【職場体験】
平成２８年度　３３回　８６人
平成２９年度　３４回　８４人
平成３０年度　３６回　８１人
令和元年度　　２７回　７０人
令和２年度　　中止
令和３年度　　１１回　３７人

【ボランティア受入】
令和元年度　　２回　３人
令和２年度　　中止
令和３年度　　中止

【評価】
・職場体験で来館する生徒は、令和２年度を除き一定の
実績を確保できた。より多くの生徒に、図書館の仕事を
通して、読書活動の重要性や働く意欲を養うことなど、
場の提供を行う必要がある。

【三次計画での取組】
・区立中学校の２年生を対象に図書館での職場体験を実
施する。体験を通して、生徒の図書館への興味を引き出
す。また、読書活動の重要性を伝える。

図書館

【ドア開放】
平成２８年度　１９２回　４，９９２人
平成２９年度　１５９回　３，５７９人
平成３０年度　１６４回　５，０４５人
令和元年度　　２１０回　６，１４９人
令和２年度　　中止
令和３年度　　中止

【ドア開館時間】
毎週火・金曜日（午前・午後）
毎週木曜日（午後）
※平成２８年７月より毎週火曜日（午前・午後）拡大
　平成２９年１月より毎週木曜日（午後）拡大

学校

授業や休み時間に図書館を活用
※令和２年度、３年度については、実施なし

図書館

【企画事業「図書委員おすすめの本の紹介」】
平成２８年度　小学校２３校、中学校　９校
平成２９年度　小学校２９校、中学校１１校
平成３０年度　小学校２４校、中学校　８校
令和元年度　　小学校２６校、中学校１２校
令和２年度　　中止
令和３年度　　小学校１７校、中学校　１校

【企画事業「先生おすすめの本の紹介」】
平成２８年度　小学校１７校、中学校　７校
平成２９年度　小学校２１校、中学校　７校
平成３０年度　小学校１２校、中学校　６校
令和元年度　　小学校１６校、中学校　７校
令和２年度　　中止
令和３年度　　小学校　３校

【その他】
・館内で行事イベントのカレンダーや案内などを掲示
・「図書委員会おすすめの本」を館内に掲示し、併せて図書
館ホームページにも掲載（ホームページは令和２年度、３年
度は掲載なし）

学校

【読書週間・読書月間等を設けている小中学校】
平成２８年度　６８校
平成２９年度　６８校
平成３０年度　６９校
令和元年度　　６９校
令和２年度　　６９校
令和３年度　　６９校

【評価】
・令和元年度までは利用する児童の数も年々増加してお
り、読書環境の向上に繋がった。令和４年１月末で白河
こどもとしょかんはこどもプラザ図書館へ移転のため閉
館となった。

【評価】
・小中学校と連携し、「図書委員おすすめの本の紹介」
や「先生おすすめの本の紹介」を行うことで、学校図書
委員会と図書館の交流を図った。図書委員や先生のおす
すめ本と紹介文等は、読書週間の時期に図書館内に展示
し、読書活動の推進を図った。

【三次計画での取組】
・図書委員によるおすすめ本の紹介を図書館の館内や
ホームページで紹介する等、交流事業を行う。

18
学校図書館
と図書館の
連携

白河こどもとしょかんと元加賀小学
校学校図書館が仕切り扉一つで繋
がっている特性を生かす取組を行
う。

学校図書委
員会と図書
館の交流

各図書館のエリアごとに参加希望校
を募り、読書週間等で交流事業を行
う。

19
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※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

地域教育
課

児童館・江東きっずクラブ・学童クラブ
・定期的に団体貸出を利用
・小学校の図書室を利用
・出張おはなし会（深川図書館よりボランティア派遣）
※令和２年度、３年度は出張おはなし会実施なし
・夏季休業中に図書館団体貸出を利用（令和３年度）

図書館・
本の修理
ボラン
ティア

【本の修理セットの貸出（本の修理ボランティア用）】
平成２８年度　３回
平成２９年度　３回
平成３０年度　４回
令和元年度　　５回
令和２年度　　１回
令和３年度　　１回

学校

・ボランティアが学校図書館の図書の修繕を実施
・学校司書が学校図書館の図書の修繕を実施

【評価】
・団体貸出制度の利用は広がっており、小中学校の貸出
しの実績は伸びていることから、今後も拡大が予想され
る。
・団体貸出セットの内容は、令和元年度より変更し、そ
れまで、絵本セット、調べ学習セット、特別支援学級用
貸出しセットで組んできたものに、読み物セットを加
え、バラエティーに富んだ本の組み合わせを提供するな
ど、利用促進に努めている。
・令和３年度は調べ学習の目録を３セット、読み物セッ
ト目録を６項目（１年生～６年生の学級文庫）増やし
た。セット内容の充実により貸出数の増加に繫がった。

【三次計画での取組】
・図書館資料の団体貸出の内容を充実させ、各施設（障
害児通所支援施設、青少年交流プラザ、学校、きっずク
ラブ等）における読書活動を支援する。

【登録団体数】
平成２８年度　５０２団体
平成２９年度　５００団体
平成３０年度　５４５団体
令和元年度　　５１８団体
令和２年度　　３７９団体
令和３年度　　４３１団体

【児童書貸出数（団体）】
平成２８年度　１０６，０７３冊
平成２９年度　１０３，７５４冊
平成３０年度　１０２，７７９冊
令和元年度　　　９３，２２１冊
令和２年度　　　６６，２７４冊
令和３年度　　　７６，８９４冊

【団体セット貸出数】
平成２８年度　２３３回　延べ１０，５４３冊
平成２９年度　２１７回　延べ　９，９６５冊
平成３０年度　２２０回　延べ　９，９５４冊
令和元年度　　２９２回　延べ１２，６６９冊
令和２年度　　２６７回　延べ１０，７１５冊
令和３年度　　４２７回　延べ１７，７０８冊

【調べ学習】
平成２８年度　６６回
平成２９年度　５０回
平成３０年度　７１回
令和元年度　　４５回
令和２年度　　９１回
令和３年度　　５６回

【学級招待おはなし会】
平成２８年度　２５回　１，０２６人
平成２９年度　２３回　１，０３７人
平成３０年度　４２回　１，４６２人
令和元年度　　５１回　１，７０２人
令和２年度　　　３回　　　　９１人
令和３年度　　　８回　　　１８０人

図書館
・学校

こどもの本
の修理

破損した本の修理を行って、こども
の読書活動の環境を整える。また、
本の修理活動を通して本を大切に扱
うことの必要性をこどもたちに伝え
る。

【評価】
・本の修理セットの貸出を行い、ボランティアによる図
書の修繕を支援することで、こどもたちの読書活動の環
境を整えた。

図書館の団
体利用の促
進

20

21

図書館所蔵資料の団体貸出を行い、
学校及び放課後支援施設等で活用を
図る。特に利用の少ない学校へは積
極的にＰＲを行い、団体貸出の促進
をする。

小
　
中
　
学
　
生
　
へ
　
の
　
取
　
組
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※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

図書館

【公共施設向けリサイクル会（８月・２月）】
平成２８年度　小中学校１５校（提供資料）２，５１０冊
平成２９年度　小中学校１１校（提供資料）２，３３３冊
平成３０年度　小中学校１３校（提供資料）１，７６０冊
令和元年度　　小中学校　８校（提供資料）１，２３５冊
※令和元年度は、６月・２月に実施。

【区内公共施設へ配送による提供（２回）】
令和２年度　　小中学校　３校（提供資料）　　６１４冊
令和３年度　　小中学校１６校（提供資料）１，３６３冊
※特別支援学校含む

青少年課

・家庭からの寄贈された本を再活用
・江東区立図書館の除籍資料を再活用
※平成２８年度は青少年センター改修工事のため、実績なし
　令和２年度、３年度については、江東区立図書館の除籍資
料の再活用は、実績なし

地域教育
課

児童館・江東きっずクラブ・学童クラブ

・近隣の家庭で不要になった書籍の提供を受け再活用
・図書館のリサイクル事業で提供された本を再活用

令和元年度より
職員の家庭で不要となった書籍を再活用

令和２年度より
利用者家庭より書籍の提供を受け再活用

令和３年度
・マンガ雑誌を卒室生からの寄付で再利用
・深川図書館改修に伴い、提供された書籍を再活用
・除籍本の再活用

学校

図書館のリサイクル事業で提供された本を再活用

図書館

【ＹＡ図書蔵書数及び全ＹＡ図書の全館蔵書数（図書）に占
める割合】
平成２８年度　４２，１００冊　２．８％
平成２９年度　４３，１２５冊　２．８％
平成３０年度　４４，０４８冊　２．９％
令和元年度　　４４，０５７冊　２．９％
令和２年度　　４４，３１４冊　２．９％
令和３年度　　４６，７３１冊　２．７％

【ＹＡコーナーの設置】
　１０館
【ＹＡノートの設置】
　２館

青少年課

・中高生向けコーナーを設置
・ベストセラー本等をＰОＰで紹介
※平成２８年度は青少年センター改修工事のため、実績なし

令和元年度
江東区立図書館の団体貸出を利用

令和３年度
図書アンケートを実施し、利用者参加型で新規図書の導入を
実施

小中学生が読書に喜び・楽しさを見
出せる資料、知りたい・調べたい要
求を満たす資料を幅広い分野から選
び蔵書の充実に努める。また、児童
が本を選びやすいレイアウトづくり
を目指す。

【評価】
・公共施設向けに図書館の除籍資料を譲渡することによ
り、本の再活用を図ることができた。
・特にコロナ禍においては、江東図書館に提供会場を設
けて配布する方法から希望施設への配送による提供に切
り替えたことで継続して除籍資料の有効活用を続けるこ
とができた。
・各施設でも利用者や関係者から寄贈を受け、資料を再
活用した。

【三次計画での取組】
・図書館で除籍した資料を各施設（青少年交流プラザ、
障害児通所支援施設、学校、きっずクラブ等）に提供し
て再活用を図る。
・家庭で不要になった本の提供を受け、青少年交流プラ
ザの蔵書として再活用を図る。

【評価】
・児童図書およびＹＡ図書蔵書数は年々増加しており、
最終年度の令和３年度は、児童書は３８万８千冊余、Ｙ
Ａ資料は４万６千冊となった。
・様々な分野に関心が向くように、毎月異なるテーマの
展示を行うとともに、こどもたちが読みたい本を探し出
せるよう、わかりやすいレイアウトは、各館独自に工夫
を凝らしている。
・江東図書館や深川図書館では、人気シリーズを同じ場
所に配架したり、他の図書館では、一般文芸書をＹＡと
幅広くとらえ配架するなど、図書館の分類とともに、利
用者の目線で、探しやすいようレイアウトを行った。

【三次計画での取組】
・児童・生徒が自分に合った本に出会えるよう、多言語
やアクセシビリティにも配慮した、蔵書数や蔵書構成、
内容の充実を図る。

こどもの本
の再活用

図書館の除籍資料や各家庭から寄贈
された本を各施設で再活用する。22

23 施設及び資
料の充実

小
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※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

26
ボランティ
ア活動の受
入

職場体験や進路指導の一環として高
校生を受け入れる。

図書館

【高校生職場体験・インターンシップ受入】
平成２８年度　３回　　７人
平成２９年度　４回　１０人
平成３０年度　５回　１４人
令和元年度　　４回　　９人
令和２年度　　中止
令和３年度　　中止

【評価】
・令和元年度までは毎年高校生の職場体験を受け入れ
し、図書館の仕事を通して、業務内容だけではなく、図
書館職員が仕事をする際の意識や思いを伝えることで、
将来の夢の広げるためのサポートを行った。

【三次計画での取組】
・図書館業務の体験を通し、将来を考えるきっかけとす
るとともに、読書について考える機会につなげる。

27 推薦図書の
紹介

同世代の利用者に向けた読書活動啓
発として、高校生による推薦図書の
紹介を行う。

図書館

インターンシップの際、高校生に調べ学習に役立つ推薦図書
を選んでもらい、グループ学習室にて参考図書として設置
令和２年度、３年度は、都立大江戸高等学校図書委員による
おすすめ本の手作りＰＯＰ展示会を深川図書館にて開催

【評価】
・高校生に調べ学習に役立つ推薦図書を、図書館職員と
は異なる高校生ならではの視点で選んでもらったことに
より、グループ学習室に設置した参考図書に関心が集ま
り、同世代の利用者に向けた読書活動の啓発につなげ
た。

【三次計画での取組】
・ポップ作成やビブリオバトル等を通して、おすすめ本
を他者に紹介する取り組みを実施する。

28
図書館ボラ
ンティアの
育成

短期の図書館ボランティアを育成
し、YAサービスを盛り上げる活動を
行う。

図書館

【高校生ボランティア受入】
高校生の読書活動の推進を図るため、ＹＡ向け図書の選定や
閉架書庫の整理、ＰＯＰ作成等を行った
平成２８年度　５回　２５人
平成２９年度　８回　４１人
平成３０年度　５回　３９人
令和元年度　　３回　１１人
令和２年度　　中止
令和３年度　　中止

【評価】
・高校生による読書活動推進を目的に、令和元年度まで
は毎年高校生のボランティアを受け入れし、ＹＡ向け図
書の選定や閉架書庫の整理、ＰＯＰ作成等を行った。募
集にあたっては区報に募集記事を掲載する等、幅広いＰ
Ｒを行った。

【三次計画での取組】
・ティーンズコーナーや館内掲示のディスプレイ、推薦
図書の紹介、イベント等の補助として関わってもらい、
同年代の図書館利用促進を図る。

・ティーンズコーナーにて、定期的にテーマ展示を実施

平成２８年度
・高校生のニーズを把握するため懇談会を実施
・科学技術高校が作成した推薦図書のリストを配架

平成２９年度
・都立東高等学校生徒会との懇談会を実施

平成２９年度より
・試験期等にグループ学習室を開設し、高校生が図書館に足
を運びやすい環境づくりに努めた
※令和２年度、３年度は実施なし

令和元年度
・図書委員のおすすめの図書紹介を行った
・都立大江戸高等学校図書委員によるおすすめ本の手作りＰ
ＯＰ展示会を深川図書館にて開催し、その様子を図書館広報
誌「ことらいぶ」にて紹介

令和２年度より
・都立大江戸高等学校図書委員によるおすすめ本の手作りＰ
ＯＰ展示会を深川図書館にて開催
・高校生を対象とした推薦図書のリストを作成し、図書館
ホームページで公開

図書館
・学校

高校生を対象とした推薦図書のリス
トを作成し、図書館ホームページで
公開する。

高校生への
読書活動啓
発

【小学生向け図書目録「こどものほんだな」（隔年編集）】
平成２９年度　３３，０００部
令和元年度　　３５，０００部、ホームページ掲載
令和３年度　　３７，０００部、ホームページ掲載

【幼児・小学生向け図書館広報誌】
「うさぎっこタイムズ」（江東図書館）
平成２８年度　６回
平成２９年度　６回
平成３０年度　６回
令和元年度　　６回
令和２年度　　４回
令和３年度　　６回
「すなぼん」（砂町図書館）
令和２年度　　３回
令和３年度　　３回

【中高生向け図書館広報誌】
「ＹＡすなぼん」（砂町図書館）
令和２年度　　３回
令和３年度　　３回

【図書館広報誌】
「ことらいぶ」年４回発行
平成２８年度創刊、平成２９年度は臨時号を含め５回発行

図書館ホームページの「こどもの
ページ」及び「ＴＥＥＮＳのペー
ジ」の充実を図り、それぞれの年代
に向けた効果的な情報発信を行う。

情報発信

【評価】
・高校生のニーズを把握するため懇談会の実施や、高校
の図書委員によるおすすめ本の手作りＰＯＰ展示会を実
施した。
・図書館員によるおすすめ本のホームページ公開につい
ては、紹介ページから書誌情報に直接つながるようにす
ることで、ページを見た利用者が紹介した図書を借りや
すい仕組みとした。

【三次計画での取組】
・生徒等を対象に、推薦図書等を掲載したブックリスト
を作成し、ホームページ等で公開する。

【評価】
・平成２８年度から図書館広報誌「ことらいぶ」を創刊
し、全小学校に配布することにより、図書館のPR・読書
活動の推進を図ることができた。
・館独自の広報誌「うさぎっこタイム（江東図書館）」
や「すなぼん（砂町図書館）」を発行し、図書館の利用
促進を図った。
・今後は、デジタルサイネージ等を活用し最新の情報を
発信していく。

【三次計画での取組】
・図書館で実施している取り組みや啓発につながる情報
を、広報誌やホームページ、ＳＮＳ等を活用して発信す
る。

図書館24

25
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※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

29 読み聞かせ
講座の実施

読み聞かせ活動に興味を持っている
高校生に対し、読み聞かせ講座を実
施する。

図書館・
読み聞か
せボラン
ティア

平成２８年度
高校生との懇談会を実施し、講座内容を検討

平成２９年度
読み聞かせボランティア指導のもと、都立東高等学校の生徒
によるおはなし会を実施

平成３０年度
読み聞かせ活動や本に対する興味を喚起するため、都立大江
戸高等学校図書委員による豆本工作会を実施

令和元年度
職場体験学習などで図書館を訪れた高校生に、おはなし会に
参加してもらい、また、今後講座を開催する際にどのような
内容が効果的であるかの意見交換を実施

令和２年度、３年度
実施なし

【評価】
・読み聞かせボランティアから読み聞かせのポイント指
導を受けた高校生によるおはなし会を実施した。実施に
あたり、高校生図書委員と意見交換を重ねて具体化を進
めた。

【三次計画での取組】
・読み聞かせに興味をもっている生徒等に対し、読み聞
かせ講座を実施するとともに、実演する機会を設ける。

30
高校生向け
のイベント
の企画

高校生同士が盛り上がる企画を検討
する。イベントを通して高校生と図
書館の交流を図り、ＹＡサービスを
充実させるための情報交換を行う。

図書館

平成２８年度
高校生との懇談会を実施　１回　６人

平成２９年度
高校生向けのイベント実施に向けて意見交換を行った。
１回　生徒５人、教員２人
　
平成３０年度
高校生との懇談会を実施　１回　７人

令和元年度
職場体験学習などで図書館を訪れた高校生に、学校での読書
活動やビブリオバトルの体験などの情報交換を実施

令和２年度、３年度
・都立大江戸高等学校図書委員によるおすすめ本の手作りＰ
ОＰ展示会を深川図書館にて開催
・謎解きイベントの実施（江東図書館、古石場図書館）

【評価】
・高校生との懇談会を実施しイベント開催に向けて意見
交換を行った。意見交換を受けて、江東図書館にてグ
ループ学習室を実施した他、事前申込のイベントではな
い図書館に来館したタイミングで自由に参加できるイベ
ント（謎解き等）を実施した。

【三次計画での取組】
・将来を考える参考となる講座や友人同士で参加できる
イベントを実施し、読書への興味につなげる。

31
図書館の団
体利用の促
進

図書館所蔵資料の団体貸出を行い、
学校で活用を図る。特に利用の少な
い学校へは積極的にＰＲを行い、団
体貸出の促進をする。

図書館
・学校

【団体貸出】高校
平成２８年度　登録数２校　貸出冊数１２６冊
平成２９年度　登録数２校　貸出冊数　６４冊
平成３０年度　登録数４校　貸出冊数３２３冊
令和元年度　　登録数４校　貸出冊数２１８冊
令和２年度　　登録数１校　貸出冊数　１８冊
令和３年度　　登録数３校　貸出冊数　１５冊

【評価】
・毎年度高校への団体貸出を実施することで、読書環境
の促進を図った。学校によっては司書が図書館に来館し
て貸出資料を選ぶ等の連携も図った。

【三次計画での取組】
・図書館資料の団体貸出の内容を充実させ、各施設（青
少年交流プラザ、障害児通所支援施設、学校等）におけ
る読書活動を支援する。

図書館

平成２８年度
・図書館広報誌「ことらいぶ」創刊
・高校生との懇談会を実施し、図書館ホームページのＴＥＥ
ＮＳのページ内容を検討

平成２９年度、平成３０年度
・図書館広報誌「ことらいぶ」にて、ＹＡ向けのおすすめ本
を紹介
・ホームページや区報等を活用し、高校生向けの事業等を掲
載

令和元年度
・図書館広報誌「ことらいぶ」にて、高校との連携事業を掲
載
・ホームページや区報等を活用し、高校生向けの事業等を掲
載
・図書館ホームページのリニューアルにともない、ＴＥＥＮ
Ｓのページのデザインを一新
・図書館ホームページに行事イベントのお知らせやカレン
ダー、実施したイベントの様子を掲載

令和２年度、３年度
・図書館広報誌「ことらいぶ」にて、ＹＡ向けのおすすめ本
を紹介
・ホームページ等を活用し、高校生向けの事業等を掲載
・高校生を対象とした推薦図書のリストを作成し、図書館
ホームページで公開
・中高生向け図書館広報誌「ＹＡすなぼん」（砂町図書館）
発行　３回

【評価】
・図書館広報誌にて高校との連携事業を掲載する等、高
校生へ向けに積極的に発信を行った。ＴＥＥＮＳのペー
ジにおいては、ＴＥＥＮＳ向け新着図書や人気の本を随
時更新し、情報発信に取り組んだ。

【三次計画での取組】
・図書館で実施している取り組みや啓発につながる情報
を、広報誌やホームページ、ＳＮＳ等を活用して発信す
る。

32 情報発信
図書館ホームページの「ＴＥＥＮＳ
のページ」の充実を図り、効果的な
情報発信を行う。

高
　
校
　
生
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※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

図書館
・学校

・こども読
書環境サ
ポーター

（読み聞か
せ）

【江東ろう学校おはなし会】
平成２８年度　１１回　２６０人
平成２９年度　１１回　２３０人
平成３０年度　１０回　１８２人
令和元年度　　２０回　２４５人
令和２年度　　中止
令和３年度　　　２回　　６２人

図書館

平成２８年度
特別支援学級用団体貸出セットを整備
１７種類　６９６冊

平成２９年度より
こども発達センターへの団体貸出セット周知を行った
※令和２年度は実施なし

【特別支援学級用団体貸出セット貸出数】（平成２９年度よ
り）
平成２９年度　２回　　　　　　延べ　９１冊
平成３０年度　１回　３セット　延べ　４２冊
令和元年度　　１回　１セット　延べ　１５冊
令和２年度　　８回２６セット　延べ３９８冊
令和３年度　　７回２２セット　延べ３４５冊

学校

国語科、社会科、総合的な学習の時間等の授業において、調
べ学習等で使う本を利用

障害者施
策課

平成２８年度
・図書館から配布された「リーフレット」を障害者施設等の
窓口に配架し、読書活動の啓発活動を実施
・こども発達センターへの団体貸出ついて、図書館と連携し
検討

【こども発達センター団体貸出利用】（平成２９年度より）
平成２９年度　３回　１５０冊
平成３０年度　２回　１００冊
令和元年度　　実績なし
令和２年度　　実績なし
令和３年度　　実績なし

【こども発達扇橋センター団体貸出利用】（平成２９年度よ
り）
平成２９年度　１回　４０冊
平成３０年度　１回　５０冊
令和元年度　　実績なし
令和２年度　　実績なし
令和３年度　　実績なし

35

障害のある
こども向け
の資料の充
実

手の感覚で楽しむ資料や聞いて楽し
む資料の充実に努める。

図書館

【大活字児童書】
平成２８年度　２１２冊
平成２９年度　２１４冊
平成３０年度　２１１冊
令和元年度　　２０６冊
令和２年度　　２００冊
令和３年度　　１９１冊

【布・さわる絵本、点字付図書】
平成２９年度　２１１冊
平成３０年度　２２１冊
令和元年度　　２１０冊
令和２年度　　２４８冊
令和３年度　　２４２冊
※平成２８年度統計なし

【評価】
・布・さわる絵本といった文字以外の情報による読書を
楽しめる絵本・図書の充実を図った。資料によっては貸
出もできるようシステム上の処理を行い、自宅等でも利
用できるようにした。

【三次計画での取組】
・多言語やアクセシビリティにも配慮した、蔵書数や蔵
書構成、内容の充実を図る。

【評価】
・ろう学校のこどもたちを対象とした口語と手話による
絵本の読み聞かせやこども発達センターでの出張おはな
し会を実施することで、様々なこどもたちに読書に親し
む機会を設けることができた。

【三次計画での取組】
・個々の状況に応じたおはなし会（読み聞かせ等）を各
施設で実施し、読書に親しみをもつきっかけをつくる。

【評価】
・平成２８年度に特別支援学級用団体貸出セットを整備
し、毎年貸出を行った。季節ごとのテーマや乗り物、絵
本等幅広いテーマの貸出セットを整備したことで、こど
も発達センターや中学校の特別支援学級等、多様な年代
の利用があった。

【三次計画での取組】
・図書館資料の団体貸出の内容を充実させ、各施設にお
ける読書活動を支援する。

図書館所蔵資料の団体貸出を行い、
学校で活用を図る。また、特別支援
学校・学級用の団体貸出セットを整
備する。

33

34
図書館の団
体利用の促
進

平成２８年度
・図書館から配布された「リーフレット」を障害者施設等の
窓口に配架し、読書活動の啓発活動を実施
・こども発達センターでの「おはなし会」の実施について、
図書館と連携し検討

平成２９年度
こども発達扇橋センターでの「おはなし会」の実施につい
て、打ち合せを実施

【こども発達センターおはなし会】（平成２９年度より）
平成２９年度　１回　　１４人
平成３０年度　１回　　１４人
令和元年度　　９回　２６０人
令和２年度　　３回　こども４２人　大人３５人
　　　　　　　　　　（保護者４人、職員３１人）
令和３年度　　中止

【こども発達扇橋センターおはなし会】（平成３０年度よ
り）
平成３０年度　４回　　４６人
令和元年度　　５回　１４８人
令和２年度　　９回　こども１３４人　大人１１２人
　　　　　　　　　　（保護者２５人、職員８７人）
令和３年度　　中止

障害者施
策課

読書活動による喜びや楽しさを伝え
るために、個々の状況に応じたプロ
グラムを構成し、おはなし会を実施
する。

障害のある
こどもに向
けたおはな
し会の実施

特
　
別
　
な
　
支
　
援
　
を
　
必
　
要
　
と
　
す
　
る
　
児
　
童
　
へ
　
の
　
取
　
組

13



※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む

1 成長段階に合わせた具体的な取組

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票

施策項目

図書館

令和２年度
・障害者週間に合わせ、点訳絵本の展示を実施
・小学校の「障害」についての調べ学習で、団体貸出を実施

【点訳絵本所蔵数】
平成２８年度　２４５冊
平成２９年度　２６１冊
平成３０年度　２７１冊
令和元年度　　２８１冊
令和２年度　　２８１冊
令和３年度　　２８１冊

点訳者

【点訳図書（児童書）の作成】
平成２８年度　１０冊
平成２９年度　１０冊
平成３０年度　１０冊
令和元年度　　１０冊
令和２年度　　　２冊
令和３年度　　　２冊

38

日本語を母
国語としな
いこども向
けのおはな
し会の実施

外国語によるおはなし会の実施を目
指す。

図書館

【外国語によるおはなし会の実施】
平成２８年度　１回　４４人
平成２９年度　１回　２４人
平成３０年度　２回　５８人
令和元年度　　３回　１８人
令和２年度　　５回　７８人
令和３年度　　３回　４１人

【評価】
・毎年外国語によるおはなし会を実施し、参加回数及び
人数ともに増加傾向にある。実施した言語は、英語以外
に韓国語やフランス語を取り扱い、言語そのものがわか
らなくても絵でわかるものを題材として取り扱った。

【三次計画での取組】
・個々の状況に応じたおはなし会（読み聞かせ等）を実
施する。

39

日本語を母
国語としな
いこども向
けの資料の
充実

様々な言語で書かれた資料の収集に
努める。

図書館

【外国語児童資料所蔵数】
平成２８年度　３，１１０冊
平成２９年度　３，４９１冊
平成３０年度　３，４８７冊
令和元年度　　３，５０６冊
令和２年度　　３，６７５冊
令和３年度　　３，８４７冊

【評価】
・外国語児童資料の蔵書数を英語やフランス語、中国語
を中心に幅広く収集することができた。特に英語の絵本
については、重点的に収集を行った。

【三次計画での取組】
・多言語やアクセシビリティにも配慮した、蔵書数や蔵
書構成、内容の充実を図る。

【評価】
・点訳に適している絵本を点訳者と協力して選定のうえ
作成する等、点訳絵本の蔵書数を増加させることができ
た。
・障害者週間の展示や団体貸出資料の一部として活用す
ることで、点訳絵本に対して関心をもってもらえるよう
取り組んだ。

【三次計画での取組】
・図書館に登録している点訳者に依頼して、点訳図書の
制作を行うとともに、貸出等の活用を図る。また、他自
治体等と点訳図書を融通しあい、点訳図書の貸出を実施
する。

36 点訳絵本の
製作

図書館に登録している点訳者に依頼
して点訳絵本の製作を行う。また、
点訳絵本の貸出について検討を行
う。

【評価】
・録音図書の蔵書数を毎年増加させることができた。蔵
書追加の選定にあたっては、図書館が作成したこども向
けブックリスト掲載の資料を録音図書としても利用でき
るよう選定し、録音を実施した。

【三次計画での取組】
・図書館に登録している音訳者に依頼して、録音図書の
制作を行うとともに、貸出等の活用を図る。また、他自
治体等と録音図書を融通しあい、録音図書の貸出を実施
する。

図書館・
音訳者

【音訳者登録者数】
平成２８年度　６１人
平成２９年度　７１人
平成３０年度　６５人
令和元年度　　７６人
令和２年度　　７０人
令和３年度　　６８人

【音訳者養成講座】
平成２８年度　初級（前期講座）１５回　延べ２３６人
　　　　　　　上級講座　　　　１０回　延べ１６１人
平成２９年度　初級（後期講座）２０回　延べ２１１人
　　　　　　　上級講座　　　　　８回　延べ１５１人
平成３０年度　初級（前期講座）１５回　延べ２３３人
　　　　　　　上級講座　　　　　８回　延べ１７１人
令和元年度　　初級（後期講座）２０回　延べ３４８人
　　　　　　　上級講座　　　　　９回　延べ１００人
令和２年度　　中級講座　　　　　４回　延べ　３１人
　　　　　　　上級講座　　　　　１回　延べ　１８人
令和３年度　　上級講座　　　　　４回　延べ１２０人

【録音図書（テープ図書、デイジー図書）所蔵数】
・テープ図書
平成２８年度　１，７８１タイトル
平成２９年度　１，７９３タイトル
平成３０年度　１，８０５タイトル
令和元年度　　１，８１７タイトル
令和２年度　　１，８２９タイトル
令和３年度　　１，８４０タイトル

・デイジー図書
平成２８年度　４６４タイトル（内児童書９タイトル）
平成２９年度　５１５タイトル（内児童書９タイトル）
平成３０年度　５７６タイトル（内児童書９タイトル）
令和元年度　　６０２タイトル（内児童書９タイトル）
令和２年度　　６３５タイトル（内児童書１５タイトル）
令和３年度　　６７３タイトル（内児童書１７タイトル）

・マルチメディアデイジー図書
令和２年度　３５タイトル
令和３年度　３９タイトル

図書館に登録している音訳者に依頼
して、こども向けの録音図書の製作
を行う。

こども向け
の内容の録
音図書
（DAISY）製
作
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2 読書活動支援に関わる人材の育成　

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

読み聞かせ
ボランティ
ア養成講習
会の実施

図書館での読み聞かせ活動を希望す
る人材を公募し、対象者に講習会を
実施する。

図書館

【読み聞かせボランティア養成講習会】
平成２８年度　１回　　　　３７人
平成２９年度　１回　　　　４０人
平成３０年度　１回　　　　５０人
令和元年度　　４回　延べ１１２人
令和２年度　　３回　延べ　６７人
令和３年度　　３回　　延べ５２人
※修了要件の見直し
平成３０年度より当講習会及び施策４５の読み聞かせボラン
ティア勉強会指定回の受講（全５回）を修了要件とした
令和元年度より当講習会及び施策４１のレベルアップ講習会
指定回の受講を修了要件とした
※令和２年度は秋からの開催となり、令和３年度にかけて実
施
　
【読み聞かせボランティア登録者数】
平成２８年度　１７６人
平成２９年度　１７７人
平成３０年度　２００人
令和元年度　　２００人
令和２年度　　２０１人
令和３年度　　２０２人

【評価】
・登録者数は、制度開始以降増加傾向にあったが、現在
２００人程度と横ばいとなっている。「おはなし会」を
発展させるためには、読み聞かせボランティアの確保は
重要であることから、更なる人材の確保が必要である。
・平成３０年度から修了要件と講座の構成を見直した。
講座については受講回数を１回から５回へ変更し、おは
なし会見学や実践的な内容を取入れたことで、ボラン
ティア登録後に活躍できる人材を増員することができ
た。

【三次計画での取組】
・読み聞かせを実施するボランティア養成のための講習
会や勉強会の充実を図ることにより、こども読書に関す
る魅力や興味を発信する。

読み聞かせ
ボランティ
アレベル
アップ講習
会の実施

読み聞かせボランティアを対象にレ
ベルアップ講習会の開催する。

図書館

【読み聞かせボランティアレベルアップ講習会】
平成２８年度　１回　　　　５２人
平成２９年度　１回　　　　３８人
平成３０年度　１回　　　　７１人
令和元年度　　３回　延べ２４６人
令和２年度　　２回　延べ　７３人
令和３年度　　３回　延べ１４９名

【評価】
・令和元年度よりレベルアップ講習の回数を増やしたこ
とで参加者の増加に繋がった。また、読み聞かせボラン
ティアの技術力向上や意欲を高めることができるよう講
習会の内容の充実に努めた。

【三次計画での取組】
・読み聞かせを実施するボランティア養成のための講習
会や勉強会を実施する。

こども読書
環境サポー
ター（読み
聞かせ）養
成講習会の
実施

読み聞かせボランティアを対象に、
区内の施設へ派遣しておはなし会等
こどもの読書活動支援を行う「こど
も読書環境サポーター」を養成す
る。

図書館

【こども読書環境サポーター（読み聞かせ）養成講習会】
平成２８年度　１回　　　　４３人
平成２９年度　１回　　　　５７人
平成３０年度　１回　　　　７０人
※令和２年度からこども読書環境サポーターの登録要件を緩
和し、読み聞かせボランティアであれば登録可能としたため
当講習会は廃止

【こども読書環境サポーター（読み聞かせ）登録者数】
平成２８年度　　７４人
平成２９年度　　７６人
平成３０年度　　８０人
令和元年度　　　７５人
令和２年度　　１０３人
令和３年度　　　９３人

【評価】
・読み聞かせ技術等の向上と、こども読書活動の支援を
目的に本養成講習会を実施してきたが、令和２年度か
ら、登録要件を緩和し、読み聞かせボランティアの活動
範囲の一部とし、当講習会は廃止とした。

こども読書
環境サポー
ター（本の
修理）養成
講習会の実
施

区内の小学校で活動する「こども読
書環境サポーター（本の修理ボラン
ティア）」を養成する。

図書館

【本の修理ボランティアと意見交換を実施】
平成２８年度　１回　２人
平成２９年度　１回　１人
平成３０年度　１回　２人
令和元年度　　１回　１人
令和２年度　　中止
令和３年度　　中止

【評価】
・本の修理ボランティアと意見交換を実施したが、新型
コロナウイルスの影響により、令和２年度からは中止し
ている。

こども読書
環境サポー
ター意見交
換会の実施

図書館及びこども読書環境サポー
ター同士による情報交換・意見交換
を行う。

図書館

【こども読書環境サポーターと意見交換を実施】
平成２８年度　２回　　６団体　１１人
平成２９年度　２回　　９団体　１６人
平成３０年度　２回　１０団体　１７人
令和元年度　　中止
令和２年度　　中止
令和３年度　　中止

【評価】
・こども読書環境サポーターと意見交換を実施したが、
新型コロナウイルスの影響により、令和元年度からは中
止している。

【三次計画での取組】
・読み聞かせを実施するボランティア養成のための講習
会や勉強会を実施する。

読み聞かせ
ボランティ
ア研修会の
実施

図書館登録読み聞かせボランティア
を対象に定期的に研修会を開催す
る。

図書館

【読み聞かせボランティア勉強会】
平成２８年度　　７回　延べ１４１人
平成２９年度　１１回　延べ２５６人
平成３０年度　１１回　延べ４１８人
令和元年度　　　８回　延べ１８６人
令和２年度　　　５回　延べ　４８人
令和３年度　　１０回　延べ１９９人
※平成３０年度については、読み聞かせボランティア養成講
習会受講者を含む

【評価】
・勉強会を実施することで、ボランティアのレベルアッ
プと意欲の向上、情報交換の場として成果を上げること
ができた。また、勉強会の講師をボランティアに依頼す
ることで、ボランティア同士の交流やボランティアのレ
ベルアップを図ることができた。
・勉強会場で新刊絵本の展示やリストを配布するなど
し、ボランティアへの情報提供の場としても活用するこ
とができた。

【三次計画での取組】
・読み聞かせを実施するボランティア養成のための講習
会や勉強会を実施する。

施策項目
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「第二次江東区こども読書活動推進計画」評価票 ※小学校・中学校及び小学生・中学生とあ
る場合は義務教育学校及びその生徒を含む
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3　啓発・広報

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

「子ども読
書の日」に
おける展示
やイベント
の企画

「子ども読書の日」や「読書週間」
にあらゆる年代のこどもへ読書活動
の啓発を行うための取組を行う。

図書館

「子ども読書の日」（４月２３日）や前後するこども読書週
間におはなし会やぬいぐるみおとまり会、本の福袋（貸出）
等のイベントを全館で実施
※イベント内容は各館で異なる
平成２８年度　１１館　２５３人
平成２９年度　１１館　４９５人（福袋の貸出を含む）
平成３０年度　１１館　５２８人（福袋の貸出を含む）
令和元年度　　１１館　４１８人（福袋の貸出を含む）
令和２年度　　全館休館のため中止
令和３年度　　　３館　９０２人（福袋の貸出を含む）
※令和３年度は、この期間中参加型のイベントは実施せず。

【評価】
・おはなし会や福袋、参加型の謎解きやクイズラリーな
どの様々なイベントを通じて、全ての年代のこどもへ読
書活動の啓発ができるよう、各館で取り組みを進めた。

【三次計画での取組】
・工作会や体験イベント等、図書館への関心や読書の楽
しみを見つけるイベントを実施して、読書意欲を啓発す
る。

図書館ホー
ムページに
よる啓発・
広報

イベントの開催情報、ブックリスト
の掲載などそれぞれの年代に向けた
情報発信を行う。また「こどもの
ページ」、「ＴＥＥＮＳのページ」
をより充実させ、効果的な広報を行
う。

図書館

・幼児向け図書目録「赤ちゃんと小さい子のほんだな」、小
学生向け図書目録「こどものほんだな」、中学生向け図書目
録「ぶっくなび」を図書館ホームページに掲載
・「図書委員会おすすめの本」を館内に掲示し、併せて図書
館ホームページにも掲載（ホームページは令和２年度、３年
度は掲載なし）

令和元年度
図書館ホームページをリニューアルし、見やすいデザインに
一新したほか、読上げや文字拡大機能、多言語対応などに配
慮したユニバーサルデザインとした

【評価】
・それぞれの年代に向けた情報発信は、概ね達成でき
た。
・イベント関連の情報については、利用者の目を引くよ
う、写真やポスターを使用し告知等を行った。画像を使
用することで、視覚的に必要な情報を伝えることができ
た。
・今後はデジタルサイネージ等を活用し、最新の情報を
発信していく。

【三次計画での取組】
・図書館で実施している取り組みや啓発につながる情報
を、広報誌やホームページ、ＳＮＳ等を活用して発信す
る。

ブックリス
トの配布・
公開

「普段読書をしない」または「どん
な本を読めばいいか分からない」と
考えているこどもたちに向けて、読
書活動のきっかけづくりをする。

図書館

【幼児向け図書目録「赤ちゃんと小さい子のほんだな」】
平成２８年度　２２，５００部、ホームページ掲載
平成２９年度　２３，０００部、ホームページ掲載
平成３０年度　２４，０００部、ホームページ掲載
令和元年度　　２５，０００部、ホームページ掲載
令和２年度　　２５，０００部、ホームページ掲載
令和３年度　　２５，０００部、ホームページ掲載

【中学生向け図書目録「ぶっくなび」（隔年編集）】
平成２８年度　１２，０００部
平成３０年度　１４，０００部
令和２年度　　１５，０００部、ホームページ掲載

【小学生向け図書目録「こどものほんだな」（隔年編集）】
平成２９年度　３３，０００部
令和元年度　　３５，０００部、ホームページ掲載
令和３年度　　３７，０００部、ホームページ掲載

【評価】
・年代別の推薦図書等を掲載したブックリストを作成
し、配布した。
・乳幼児向けについては、年齢別おすすめブックリスト
や、図書・雑誌・ホームページ等を紹介するパスファイ
ンダーの作成・配布を行い、子育て世代のニーズに応え
る内容とした。
・小学生向けについては、図書館の利用案内と年代別の
読み物、中学生向けについては、ＯＰＡＣ（本の検索シ
ステム）の検索方法と「気持ち」「知る」「楽しみ」な
どのテーマに応じた本を選んで紹介した。

【三次計画での取組】
・小中学生それぞれを対象に、推薦図書等を掲載した
ブックリストを作成し、区立学校で配布する。

推薦図書紹
介文の掲示

小中学校、高校において生徒・児童
に「おすすめの本」を紹介してもら
う。

図書館

「図書委員会おすすめの本」を館内に掲示し、併せて図書館
ホームページにも掲載（ホームページは令和２年度、３年度
は掲載なし）

【企画事業「図書委員おすすめの本の紹介」】
平成２８年度　小学校２３校、中学校　９校
平成２９年度　小学校２９校、中学校１１校
平成３０年度　小学校２４校、中学校　８校
令和元年度　　小学校２６校、中学校１２校
令和２年度　　中止
令和３年度　　小学校１７校、中学校　１校

【評価】
・「図書委員おすすめ本」と紹介文等は、秋の読書週間
の時期に図書館内に展示するとともに平成２８年から令
和元年度は図書館ホームページにも掲載し、読書活動の
推進を図った。

【三次計画での取組】
・ポップ作成等を通して、おすすめ本を他者に紹介する
取り組みを実施する。

図書館ツ
アーの開催

イベントをきっかけに図書館に関心
を持ってもらい、図書館の利用へ繋
げる。

図書館

図書館ツアー開催に向け検討を重ね、令和２年度より開催

【図書館ツアー】
主に秋の読書週間に図書館ツアーを開催
令和２年度　５館　５７人
令和３年度　３館　３７人

【評価】
・利用者が普段は目にすることのない本の修理や閉架書
架についての説明、「日本十進分類法解説動画」を用い
たゲーム形式で学べるプログラムを実施することによ
り、図書館をより身近に感じてもらうことができた。

【三次計画での取組】
・図書館への関心や読書の楽しみを見つけるイベントを
実施して、読書意欲を啓発する。

夏休み図書
館来館スタ
ンプの実施

図書館へ足を運ぶきっかけづくり
に、スタンプを集める企画を行う。
その後も図書館の利用を継続する働
きかけをして、習慣的な読書活動に
結びつける。

図書館

スタンプラリー開催に向け検討を重ね、平成２９年度より実
施

【夏休み読書スタンプラリー】
平成２９年度　スタンプラリーカード２１３冊配布
平成３０年度　スタンプラリーカード１７６冊配布
令和元年度　　スタンプラリーカード１１２冊配布
令和２年度　　スタンプラリーカード２，３２５冊配布し、
　　　　　　　９１９人がゴール達成
令和３年度　　スタンプラリーカード３，５１９冊を配布
し、
　　　　　　　１，２２０名がゴール達成
※令和２年度より全館で実施

【評価】
・平成２９年度より一部の図書館で開始し、令和２年度
からは全館で実施した。カードの配布枚数も当初は２１
３冊であったが、令和３年度は３，５１９冊となった。
こどもたちの来館するきっかけや、読書機会の拡大に寄
与している。
・４０冊読み終わったゴール達成者のおすすめ本の紹介
文等は、読書週間の時期に図書館内に掲示し、読書活動
の推進を図った。

【三次計画での取組】
・図書館への関心や読書の楽しみを見つけるイベントを
実施して、読書意欲を啓発する。

ビブリオバ
トルの開催

高校生同士が盛り上がる企画を検討
する。イベントを通して高校生と図
書館の交流を図り、ＹＡサービスを
充実させるための情報交換を行う。

図書館

平成２８年度
高校生との懇談会を実施　１回　６人

平成２９年度
高校生との懇談会を実施　１回　生徒５人、教員２人
高校生向けのイベント実施に向けて意見交換を行った

平成３０年度
高校生との懇談会を実施　１回　７人

令和元年度
職場体験学習などで図書館を訪れた高校生に、学校での読書
活動やビブリオバトルの体験などの情報交換を実施

令和２年度
ビブリオバトルについて他区への聞き取りを実施

令和３年度
小学校でのビブリオバトルやポップの活用の実施事例を検証
し、高校生などへの展開について検討

【評価】
・ビブリオバトル開催に向け、高校生との懇談会や他区
への聞き取りを行った。

【三次計画での取組】
・ポップ作成やビブリオバトル等を通して、おすすめ本
を他者に紹介する取り組みを実施する。
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施策項目
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3　啓発・広報

計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

おはなし会
の開催ＰＲ

図書館で行われているおはなし会を
広く区民に周知する。

図書館

・図書館ホームページを活用し、ＰＲを実施
・幼児・小学生向け図書館広報誌「うさぎっこタイムズ」
（江東図書館）でＰＲを実施
・学校訪問や出張おはなし会の際にＰＲを実施
・こどもまつりや子育てメッセにおいておはなし会等を通
じ、ＰＲを実施（令和２年度、３年度については、実施な
し）

【評価】
・図書館ホームページをはじめ広報誌、学校訪問、こど
もまつりや子育てメッセでの紹介など、様々な機会を活
用しＰＲを行った。

【三次計画での取組】
・図書館で実施している取り組みや啓発につながる情報
を、広報誌やホームページ、SNS等を活用して発信す
る。

団体貸出事
業のＰＲ

団体貸出の利用方法を団体向けに周
知する。

図書館

・図書館ホームページを活用し、ＰＲを実施
・学校訪問の際にＰＲを実施

【評価】
・学校訪問をはじめ、子育て支援施設等でPRを積極的に
行った。例年、学校訪問の実施後に団体貸出の申込みが
増加する傾向があり、団体貸出セットの貸出数は増えて
いる。

【三次計画での取組】
・図書館で実施している取り組みや啓発につながる情報
を、広報誌やホームページ、ＳＮＳ等を活用して発信す
る。

4　2020年東京オリンピック・パラリンピック開催を見据えた取組
計画内容 所管 取組実績（平成２８年度～令和３年度） 評価・三次計画での取組等

オリンピッ
ク・パラリ
ンピックに
関する資料
等の収集

過去のオリンピック・パラリンピッ
クに関する資料等を収集し、こども
たちの調べ学習等を支援する。

図書館

全館でオリンピック・パラリンピックに関する資料の収集を
実施

【評価】
・全館でオリンピック・パラリンピックに関する資料の
収集を実施し、こどもたちの調べ学習等の支援に繋げ
た。

オリンピッ
ク・パラリ
ンピックに
関する資料
の展示の企
画

各国の文化・言語及び歴史に触れて
国際理解を深め、パラリンピックを
通して障害者理解を深めるための取
組を行う。

図書館

オリンピック・パラリンピックに関する所蔵資料の展示を実
施
平成２８年度　１８回（全館）
平成２９年度　２３回（全館）
平成３０年度　　９回
令和元年度　　１４回
令和２年度　　　９回
令和３年度　　　８回

【評価】
・各館でオリンピック・パラリンピックに関する展示を
行い、各国の文化、言語及び歴史についてこどもたちの
興味・関心を高めることに繋げた。
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施策項目
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施策項目
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